



































本研究は､ 4年間の継続調査を方法上の中核とするので､同 じ内容の調査を 4年間繰 り
返すことになる｡調査の内容は､様々な条件下での子どもの価格判断とその判断基準であ
る｡
























































本調査は､質問紙法に依った ｡ 調査は､1997年度から2000年度の4年間､ いずれも12月
または1月に実施 した｡調査実施場所は長崎市内の小学校 1校で､対象児童は上述の通 り
1997年度に第 2学年､第 3学年であった児童全員である｡ しか し､本調査は4年間の継続
調査であるため､ 4年分のデータが揃っている児童のデータのみを最終的な分析対象 とし
た｡調査対象児童数は表 3の通りである｡
表 3 調査対象児童数 (人)
97年度に第 2学年であった児童 98年度に第 3学年であった児童
97-2nd 98-3rd 99-4th 00-5th 97-3rd 98-4th 99-5th 00-6th
調査を受けた児童数 122 123 118 119 117 123 118 121




















表 4 間 1-(1)(2)の正反応率
97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
問1-(1) 間ト(2) 間1-(1) 間1-(2)
97年 38.0% 25.2% 35.5% 21.5%
98年 40.7% 34.3% 55.1% 29_0%
99年 55.6% 36.1% 66.4% 43.9%







































































図 1 間 1-(1)(2)の正反応率
2年 8年 4年 5年 8年
間1I(1x2)の正反応雷(07全体)
福田正弘 :子どもの日常的社会認知の発達(3)
表 5 問 1-(3)(4)の正反応率
2)問 1-(3)(4)の反応
21
97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
間ト(3) 間1-(4) 間1-(3) 間1-(4)
97年 80.6% 25.5% 87.9% 41.1%
98年 90.7% 28.7% 95.3% 40.2%
99年 96.3% 43.5% 97.2% 57.9%





































































図 2 間 1-(3)(4)の正反応率
表 6 間 1-(5)(6)の正反応率
2年 3年 4年 5年 6年
筒1-(3X●)の正反応*(07全体)
97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
間1-(5) 間ト(6) 間1-(5) 問1-(6)
97年 33ー64% 79.63% 49.53% 88.79%
98年 47.22% 88.89% 56.07% 91.59%
99年 56.48% 96.30% 67.29% 97.20%















































































･97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
間1-(7) 間1-(8) 間1-(7) 問1-(8)
97年 82.41% 36.11% 85.98% 54.21%
98年 92.52% 45.37% 92.52% 48.60%
99年 92.59% 53.70% 98.13% 71.03%






































































97年 90* 沖年 0年
{1<7X8)の正反応轟く07-3)
図4 間1-(7)(8)の正反応率
2年 坪 4年 5年 昨
nl<7Xl)の正反応雷(07全体)
表 8 間1-(9)(10)の正反応率
97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
問1-(9) 間1-(10) 間1-(9) 間1-(10)
97年 50.00% 36.11% 71.96% 17.76%
98年 70.37% 27.78% 68.22% 5.61%
99年 77.78% 17.59% 71.03% 9.35%



































































97年 始年 99F ODf
{ト(lXlのの正反応雷(87-3)
図5 間1-(9)(10)の正反応率






97-2の児童 n-108 97-3の児童 n-107
間1-(ll) 間1-(12) 問1-(ll) 問ト(12)
97年 37.96% 15.74% 35.51% 15.89%
98年 51.85% 25.00% 53.27% 23.36%
99年 56.48% 31.48% 64.49% 28.97%
































































o97年 90年 99年 0*
剛 1<11X12妙正反応雷(m-3)
図6 間 1-(ll)(12)の正反応率
2年 3年 4年 5年 8年
間1-(11X12)の正長鉱車(97全体)
以上の図表は､97-2が第 2学年から第5学年までのデータ､97-3が第 3学年から第 6学年





















直 接 的 統合的
1 4 6 小計 2 3 5 小計 7
97年 43.7% 10.7% 9.7% 64.1% 15.5% ll.7% 5.8% 33.0% 2.9%
98年 36.8% 9.4% 12.3% 58.5% 17.0% 12.3% 8.5% 37.7% 3.8%
99年 28.3% 10.4% ll.3% 50.0% 22.6% 8.5% 6.6% 37.7% 12.39i
表11 問 2の反応状況 (97-3)
非経済的基準 経済的基準
直 接 的 間接的
1 4 6 小計 ′ 2 3 5 小計 7
97年 .26.2% 12.1% ll.2% 49.5% 26.2% ll.2% 4.7% 42.1% 8.4%
98年 31.1% ll.7% 6.8% 49.5% 21.4% 9.7% 2.9% 34.0% 16.5%




ラフの区分線が左下を向いている｡これは､ 1､ 4､ 6の選択率が減少 し､逆に2､ 3､
















も､近 くにできた自動販売機で売 られる ｢ジュース｣(7)も間違いなく ｢競争相手｣ と認識





























































(付記) 本稿は､平成9-12年度学術振興会科学研究費補助金 (基盤研究C(2))､研究課題 ｢子ども
の日常的社会認知の発達に関する時系列縦断的研究｣(課題番号 :09680277､研究代表者 :福田正弘)
の研究成果の一部である.また､調査に際しては､長崎大学教育学部附属小学校の協力を得た｡ ここ
に厚くお礼申し上げます｡
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